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株主・投資家の皆様には平素は格別のご支援を

賜り深く感謝申し上げます。

当社グループの平成26年4月1日より9月30日

までの報告書をお届けするにあたり、ご挨拶申し

上げます。

トップインタビュー
Top Interview

代表取締役社長

第95期上期を振り返ってのご感想を
お願いします。Q

A 　当第2四半期連結累計期間における経済
環境は、国内は消費税率引き上げ前の駆け

込み需要の反動が見られたうえ、夏場の天候不順な
どにより個人消費の回復は緩慢なものとなりました。
海外では米国経済が引き続き好調を維持しました
が、ウクライナ情勢の長期化、さらにイスラム国問
題による地政学的リスクで原油価格は高止まり原材
料価格やエネルギー価格の高騰によるコストの圧
迫、また米国の金融引き締め予測から円安がさらに
進行し、輸入製品価格の上昇が続くなど厳しい事業
環境が継続しました。
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どのような取り組みをされたのか
具体的にご説明下さい。Q

A 　このような事業環境の下、当社グループは
企業価値の増大を目指して、ブランド力・魅

力ある商品創りに注力するとともに省エネルギー関
連製品、環境対応製品、スポーツ健康関連製品など
成長分野と、インフラ整備、防災関連分野およびグ
ローバル化へと積極的な事業展開を推進するととも
に徹底したコストダウンに取り組んでまいりました。
　その結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、
売上高42,052百万円（前年同四半期比2.9％増）、
営業利益428百万円（前年同四半期比35.6％減）、
経常利益577百万円（前年同四半期比44.2％減）、
四半期純利益952百万円（前年同四半期比51.8％
増）となりました。
　なお、まことに不本意ではございますが、通期業
績予想を踏まえて中間配当につきましては実施を見
送らせていただきました。

今後に向けての事業展開について
ご説明下さい。Q

A 　今後のわが国の経済見通しは、消費税率
再引き上げの懸念はありますが、2020年開

催が決定した東京オリンピック・パラリンピック関連
市場の活性化が期待されるところであります。当社
グループは引き続き成長分野へ積極的な投資と事
業展開を行ってまいります。

最後に株主・投資家の皆様に向けて
一言お願いします。Q

A 　当社グループは持続的な成長と企業価値
の増大を目指して、グローバルな視点で見た

優位性を活かすとともに独自技術を発揮した製品開
発に注力し、社会から求められる企業集団として最
善の努力をしてまいります。
　株主・投資家の皆様におかれましては一層のご支
援を賜りますようお願い申し上げます。
� 平成26年12月

（百万円）

平成25年度
第94期
第2四半期

平成26年度
第95期
第2四半期

42,05240,863

売上高

2.9％増 44.2％減 51.8％増
（前年同四半期比）＋1,189百万円 （前年同四半期比）△457百万円 （前年同四半期比）＋325百万円

577

1,035

（百万円）

平成25年度
第94期
第2四半期

平成26年度
第95期
第2四半期

経常利益
（百万円）
952

627

平成25年度
第94期
第2四半期

平成26年度
第95期
第2四半期

四半期純利益
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「SYUNSOKU
SO・KU・I・KU」

「SYUNSOKU EVO」

「SYUNSOKU SO・KU・I・KU」
内履き・外履き兼用シューズ

アキレス・ソルボ アキレス・ソルボBiz

セグメント別事業の概況
Business Review

シューズ事業　
▪売上高　　8,995百万円（前年同四半期比 3.1％増）

　ジュニアスポーツシューズのトップブランド「瞬足」は、

本年4月に実施された消費税率引き上げに伴う駆け込

み需要の反動による影響と、天候不順の影響のため、

主力のランニングカテゴリーが苦戦し、前年売上を下

回りました。

　高機能スーパークッション「ソルボ」を搭載した「アキ

レス・ソルボ」は、紳士、婦人向け共に、新製品が好調に

推移し、前年売上を上回りました。

　シューズ事業全体では、ブーツの好調もあり、前年売

上を上回りました。

3年連続で年間販売数600万足を達成している「瞬足」。�
今シーズンは「走りに進化を」をキャッチコピーに登場した
「SYUNSOKU EVO」が人気です。「足育宣言」のもと展開
を広げている「SYUNSOKU SO・KU・I・KU」シリーズも�
スポーツカテゴリーを中心にラインアップを充実させました。

販売が好調なアキレス・ソルボ。歩きやすく、疲れにくい
快適な歩行をサポートするウォーキングシューズです。�
また9月にはアクティブなビジネスマンに向けたビジネス
シューズ「アキレス・ソルボBiz」を発売しました。

21.4%

シューズ事業
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プラスチック事業　
▪売上高　　18,994百万円（前年同四半期比 0.6％増）

　車輌内装用資材は、ラミネート製品の新規受注と北米

向けの堅調な受注により、前年売上を上回りました。

　フイルムの一般用は、海外向けの窓用透明フィルムや

電材用が好調に推移し、前年売上を上回りました。北米事

業は、医療用が苦戦しましたが、ほぼ前年並みの売上とな

りました。農業用は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動と、関東雪害後の復興遅れの影響により、前年売

上を下回りました。

　建装資材の床材は、新商品投入により前年売上を上回

りましたが、壁材は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需

要の反動を受け、前年売上を下回りました。

　引布商品は、輸出用のボート製品およびボート用ゴム

引き原反は好調に推移しましたが、国内向けのボート・テン

トが振るわず、前年売上を下回りました。

海外では、レストランやカフェ、住宅の
テラスなどの快適な空間を作り出す
ために、透明フィルムを使用した巻き
上げ式のクリアーブラインドが好評を
得ています。

インドネシア向けのパトロール、レス
キュー艇として現地でご要望頂いて
いるボートです。高温多湿、極寒地域
でも強い耐久性を保つ特徴をもって
います。

今期より販売を開始した、クッションフロ
アキッチンマット、ラグマット。
裏面の弱粘着加工により端部の反りやズ
レを防止し、置く位置の変更も容易です。
また、表面がクッションフロアのため、汚
れがつきにくく、簡単に清掃ができます。

海外向け窓用フィルム 海外向けボート「SGシリーズ」 キッチンマット

プラスチック事業

45.2%
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産業資材事業　
▪売上高　　14,063百万円（前年同四半期比 6.0％増）

　ウレタンは、日用雑貨・寝具用などの主力製品に加え、

車輌用も好調に推移し、前年売上を上回りました。

　断熱資材は、ボード製品が、消費税率引き上げに伴う

駆け込み需要の反動による住宅市場の低迷を受け苦戦

し、スチレン製品も建材用で前年売上を下回りました。パ

ネル製品は農畜産向けに拡販が図れ、システム製品も伸

長したことにより、断熱資材全体で前年売上を上回りま

した。

　静電気対策品は、スマートフォン向け需要増と海外で

の伸長が図れ、前年売上を上回りました。

4月中旬に車中泊、テント泊に対応する
アウトドア商品「マルチキューブ」を発
売しました。折り方を変えることで“マッ
トレス・フロアクッション・スツール”の
一台三役となり、アウトドアライフを快
適にサポートする画期的な寝具です。

容器、クッション材、スペーサーを組み
合わせることで、半導体基材のシリコ
ンウエハーを安全かつ効率的に搬送
するシステムです。

フロンを全く使用せず、炭酸ガスのみ
で発泡する建築物断熱用吹付け硬質
ウレタンフォームです。地球環境に優
しく、施工性、難燃性に優れています。

マルチキューブ ウエハー搬送システムアキレスエアロンFR-NF

産業資材事業

33.4%
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連結財務諸表
Consolidated Financial Statements

● 四半期連結貸借対照表� （単位：百万円）

科目 前第2四半期
平成25年9月30日現在

当第2四半期
平成26年9月30日現在

前期
平成26年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 46,108 49,211 50,235

固定資産 26,632 25,851 26,169

有形固定資産 17,646 17,730 17,841

無形固定資産 689 665 715

投資その他の資産 8,296 7,455 7,612

資 　 産 　 合 　 計 72,740 75,062 76,405

【負債の部】 　

流動負債 22,509 24,551 25,288

固定負債 8,875 9,222 9,038

負 　 債 　 合 　 計 31,384 33,773 34,326

【純資産の部】 　

株主資本 40,238 40,540 41,343

その他の包括利益累計額 1,118 748 735

純 資 産 合 計 41,356 41,288 42,078

負債・純資産合計 72,740 75,062 76,405

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結損益計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

当第2四半期
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

前期
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

売上高 40,863 42,052 88,006

売上原価 32,804 34,281 71,017

売上総利益 8,059 7,771 16,989

販売費及び一般管理費 7,393 7,342 15,027

営業利益 665 428 1,962

営業外収益 418 256 694

営業外費用 48 107 108

経常利益 1,035 577 2,548

特別利益 39 169 400

特別損失 22 290 129

税金等調整前四半期（当期）純利益 1,052 456 2,818

法人税、住民税及び事業税 263 290 597

法人税等調整額 160 △786 486

少数株主損益調整前四半期（当期）純利益 627 952 1,734

四半期純利益又は当期純利益 627 952 1,734

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。

● 四半期連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

科目
前第2四半期
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

当第2四半期
平成26年4月 1 日から
平成26年9月30日まで

前期
平成25年4月 1 日から
平成26年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,906 1,796 1,589

投資活動によるキャッシュ・フロー △707 △1,315 △1,196

財務活動によるキャッシュ・フロー △680 △534 △653

現金及び現金同等物に係る換算差額 189 △72 278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 707 △125 18

現金及び現金同等物の期首残高 7,997 8,015 7,997

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 8,704 7,889 8,015

注記　百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。
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トピックス
Topics

　平成26年5月21日、ロイヤルパークホテルにて繊研新聞社が主催する第32回百貨店バイヤーズ
賞授賞式が開催されました。百貨店における販売に最も貢献したブランドの一つとしてアキレス・ソ

ルボが、2013年度レディス部門のベストセラー賞（靴部門）を受賞しました。
　アキレス・ソルボは踵部に搭載した高機能スーパークッション「SORBO」、足裏の動きに合わせて屈曲する「ポ
リウレタンソール」、足裏に立体的にフィットして足の負担を軽減する「アナトミー設計」により、歩きやすく、疲
れにくいウォーキングシューズです。機能性に加えてカラーリングとデザイン性をご支持いただき、順調に販売を
伸ばしております。

＜百貨店バイヤーズ賞とは＞
　�　繊研新聞社が昭和57年に企画・創設したファッション・ブランド商品賞で、全国有力百貨店バイ
ヤー、販売担当者が毎年売場で貢献したブランドに投票し、選考事務局が審査し決定される由緒
ある賞です。

「アキレス・ソルボ」ニュース

シューズ事業
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　平成26年4月1日に、男女の体格の違いに着目し、男性向けの
マットレス新製品として『俺の為のマットレス』を発売しました。

　『俺の為のマットレス』は、通常より硬めのウレタンフォームを使用してお
り、さらに腰部と臀部が沈み込み過ぎないよう、中央のブロックをより硬めに
作っています。成人男性用のスタンダードタイプのほか、100Kgの荷重に対
しても底付き感がなく、へたりにくいストロングタイプもご用意しています。
　消費者ニーズに特化したことが功を奏し、発売してから数多くのメディアに
取上げられ、たちまちヒット
商品となりました。

　アキレスボートが協賛している「源流点を目指し
てシリーズ」も今年で4回目。今回は北海道の「石狩

川」を舞台に、照英さん、金子貴俊さん、谷澤恵里香さんの3名が、
北の大地で源流点を目指しました。
　当社はボートの移動・設営・撤去搬出をフルサポート。浅瀬を乗
り越えるためにタレントもスタッフも一緒に腰まで川に浸かって
ボートを押すという、熱意あふれる撮影となりました。
　近年、番組を見たお客様が「フィッシングショー」「ボート試乗会」
などのイベントに足を運んでいただく事例が増えています。これか
らもマリンレジャーを広め、安全な楽しみ方を知っていただくため
に、発信を重ねてまいります。

『俺の為のマットレス』を4月販売開始

第4回「源流点を目指してシリーズ」放映

プラスチック事業

産業資材事業
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会社概要／株式の状況
Corporate Data / Stock Information

● 会社概要（平成26年9月30日現在）
設 立 昭和22年5月
資 本 金 14,640,795,671円
従 業 員 数 1,322名
本 社 〒160-8885

東京都新宿区大京町22番地の5
〔�東京都新宿区北新宿二丁目21番1号（新宿フロ
ントタワー）平成27年2月下旬移転予定〕

関 西 支 社 〒530-0005
大阪市北区中之島二丁目2番7号
中之島セントラルタワー23階

営 業 所 北海道営業所／九州営業所

　
工 場 足利第一工場／足利第二工場

滋賀第一工場／滋賀第二工場
美唄工場／九州工場

主な連結対象子会社 ACHILLES USA, INC.
阿基里斯（上海）国際貿易有限公司
アキレス東日本販売㈱
アキレスコアテック㈱
大阪アキレスエアロン㈱
その他24社

● 役員（平成26年9月30日現在）
代表取締役社長 伊 藤 　 守 　

専 務 取 締 役 小 林 英 明 （製造部門管掌）

常 務 取 締 役 美 濃 　 眞 （�営業部門統轄兼プラスチック部門担
当兼化成品事業部長）

取 締 役 藤 澤 　 稔 （経理本部長兼経営企画本部長）

取 締 役 日 景 一 郎 （�営業部門統轄補佐兼産業資材部門担
当兼購買本部長）

取 締 役 荒　木　謙一郎 （�CSR担当兼人事総務本部長兼コンプラ
イアンス本部長）

取 締 役 永 島 照 明 （シューズ部門担当兼シューズ事業部長）

取 締 役 米　竹　孝一郎 　

常 勤 監 査 役 富 川 　 隆 　

常 勤 監 査 役 殿 岡 一 男
監 査 役 近 野 　 博
監 査 役 須 藤 昌 子
注記1.	� 取締役米竹孝一郎氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役であり

ます。
　　2.	� 監査役近野博氏及び須藤昌子氏の両氏は、会社法第2条第16号に定める

社外監査役であります。

● 執行役員（平成26年9月30日現在）
執 行 役 員 奥 村 治 平 （滋賀地区製造本部長兼滋賀総務部長）

執 行 役 員 柏 瀬 功 次 （建装事業部長兼デザインセンター長）

執 行 役 員 山 本 勝 治 （ウレタン事業部長）

執 行 役 員 小 林 一 俊 （�品質保証本部長兼安全環境担当兼環境
安全推進部長）

執 行 役 員 大 蔵 孝 也 （車輌資材事業部長兼車輌資材販売部長）

執 行 役 員 木 村 正 典 （�製造部門管掌補佐兼製造管理本部長兼
生産革新担当）

執 行 役 員 宮 嵜 　 徹 （関西支社長兼支社断熱資材販売部長）

執 行 役 員 嶋 倉 茂 夫 （プラスチック製造本部長兼プラスチック工場長）

執 行 役 員 松 田 光 弘 （断熱資材事業部長兼断熱資材販売部長）

執 行 役 員 鈴 木 卓 郎 （ACHILLES USA, INC.社長）

● 株式の総数等（平成26年9月30日現在）
発行可能株式総数 700,000,000株
発行済株式の総数 190,627,147株
株主数 17,696名
● 株式分布状況（平成26年9月30日現在）

● 大株主（平成26年9月30日現在）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
株式会社みずほ銀行 9,185 4.96
東京アキレス協和会 6,677 3.61
足利アキレス協和会 5,557 3.00
株式会社三菱東京UFJ銀行 4,403 2.38
みずほ信託銀行株式会社 4,318 2.33
朝日生命保険相互会社 4,315 2.33
大阪アキレス協和会 4,163 2.25
三井住友海上火災保険株式会社 3,948 2.13
株式会社足利銀行 3,436 1.86
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,410 1.84
注記　�上記のほか、当社保有の自己株式5,542千株があり、持株比率は自己株式

を除いて算出しております。注記　�上記のほか、当社保有の自己株式5,542千株があります。

金融機関 61,201,767株
33.07％

証券会社 2,251,635株 1.22％
外国法人等 16,111,087株 8.70％

個人・その他 82,017,455株
44.31％

その他国内法人 23,502,264株 12.70％
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株主メモ

高機能スーパークッション「SORBO」を踵部に装着
し、「ポリウレタンソール」との組み合わせにより、歩
きやすく、疲れにくいウォーキングシューズ&ビジ
ネスシューズ「ACHILLES SORBO（アキレス・ソル
ボ）」と、医療の現場から生まれた衝撃吸収素材

「SORBO」の特性をいかしたインソール、サポー
ターなどを、1,000株以上ご所有の株主の皆様に、
ご優待価格で購入していただけます。

お問い合わせは、当社「株主優待係」まで
（電話03-3225-8174）

株 主 優 待 の ご 案 内

事 　 業 　 年 　 度	 毎年４月１日から翌年３月31日まで
剰余金の配当基準日	 ３月31日
	 中間配当を実施するときは９月30日
定 時 株 主 総 会	 ６月中 
単　元　株　式　数	 1,000株
株 主 名 簿 管 理 人	 東京都中央区八重洲一丁目２番１号
	 みずほ信託銀行株式会社

証券会社等に口座をお持ちの場合 証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵便物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先 フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）

各種手続お取扱店
（�住所変更、株主配当金

受取り方法の変更等）

みずほ証券
　本店および全国各支店
　プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）
みずほ信託銀行
　本店および全国各支店（トラストラウンジ除く）

未払配当金のお支払
みずほ信託銀行　本店および全国各支店

みずほ銀行　本店および全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）

ご注意
支払明細発行については、右の「特
別口座の場合」の郵便物送付先・電
話お問い合わせ先・各種手続お取扱
店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株式の振替手続を行っていただく必
要があります。
みずほ証券で単元未満株式の買増請求手続きをされる場合は、事前に
みずほ信託銀行が指定する口座に送金していただく必要があります。

公 　 告 　 方 　 法 	 電子公告（http://www.achilles.jp）
	� ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をすることができない場合には、日本経済新聞

に掲載して行います。
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